
領域 科目名 単位 時間数 対象学年 開講時期 担当講師 

専門基礎分野 解剖生理学 3 90 1年次 4月 神本裕喜子 

授業概要 

人体の正常な構造や機能および人間の各機能系の働きと相互関係を理解する。 

 

到達目標 

1.正常な人体の構造と機能について理解する。 

2.人体と細胞の生命を維持する物質的な基盤を学ぶ。 

3.人体の活動を統合する情報処理の働きを学ぶ。 

使用教材 

テキスト 系統看護学講座 専門基礎分野 人体の構造と機能〔1〕解剖生理学(第 10版)医学書院 

考文献等 トートラ 人体解剖生理学（原書 9版）：丸善出版 

 

その他   

評価 

 中間・終了時の筆記試験の結果を踏まえ、総合的に評価する 

授業計画 

時間・回数 授業内容 方法 

 

2時間・1回 

6時間・3回 

2時間・1回 

1.解剖生理学のための基礎知識 

 1)形からみた人体  

 2)素材からみた人体  

3)機能からみた人体 

講義 

 

 

2時間・1回 

4時間・2回 

2時間・1回 

2.栄養の消化と吸収 

 1)口・咽頭・食道の構造と機能 

 2)腹部消化管の構造と機能 

3)肝胆膵の構造と機能、腹膜 

講義 

 

2時間・1回 

2時間・1回 

4時間・２回 

3.呼吸と血液の働き 

 1)呼吸器の構造 

 2)呼吸 

3)血液 

講義 

 

2時間・1回 

4時間・2回 

4時間・2回 

4時間・2回 

4.血液の循環とその調節 

 1)循環器系の構造、心臓の構造 

2)心臓の拍出機能 

3)末梢循環器系の構造 

4)血液と循環の調整、リンパとリンパ管 

講義 

 

4時間・2回 

5.体液の調整と尿の生成 

1)腎臓、排尿器 
講義 

2時間・1回  2)体液の調整  

 

講義 



領域 科目名 単位 時間数 対象学年 開講時期 担当講師 

専門基礎分野 解剖生理学 3 90 1年次 4月 神本裕喜子 

時間・回数 授業内容 方法 

 

2時間・1回 

2時間・1回 

2時間・1回 

6.内臓機能の調節 

1)自律神経による調節、内分泌系による調節 

2)全身の内分泌腺と内分泌細胞 

3)ホルモン分泌調節、ホルモンによる調節の実際 

講義 

1時間・1回 筆記試験 中間評価  

 

2時間・1回 

2時間・1回 

2時間・1回 

2時間・1回 

2時間・1回 

7.身体の支持と運動 

 1)骨格とはどのようなものか、骨の連結 

2)骨格筋、体幹の骨格と筋 

3)上肢の骨格と筋 

4)下肢の骨格と筋 

5)頭頚部の骨格と筋、筋の収縮 

講義 

 

2時間・1回 

2時間・1回 

2時間・1回 

2時間・1回 

2時間・1回 

2時間・1回 

2時間・1回 

8.情報の需要と処理 

1)神経系の構造と機能  ＊筋の収縮続き 

2)脊髄と脳 

3)脊髄神経と脳神経、脳の高次機能 

4)運動機能と下行伝導路、感覚機能と上行伝導路 

5)目の構造と視覚 

6)耳の構造と視覚 

7)味覚と嗅覚、痛み（疼痛） 

講義 

 

4時間・2回 

2時間・1回 

9.身体機能の防御と適応 

1)皮膚の構造と機能、生体の防御機構、代謝と運動 

2)体温と調節 

講義 

 

4時間・2回 

2時間・1回 

10.生殖・発生と老化のしくみ 

1)男性生殖器、女性生殖器、受精と胎児の発生 

2)成長と老化 

講義 

1時間・1回 筆記試験   

備考 

 指定された DVDを視聴し理解を深めます。 

 進度については多少ずれが生じる場合があります。  

 

 

 


